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要 旨
マツ ノマダ ラカ ミキ リ成虫の後食 によ って伝播 され たマツノザ イセンチュウに起因す るクロマ
ツ,ア カマ ツの集団枯損は,西 日本各地 のマツ林 に大 きな被害を あたえてい る。
本報告は,マ ツ ノザイセ ンチ ュウを伝 播する重要 な役割を にな ってい るマツノマダラカ ミキ リ
成虫のマ ツ属 に対 す る後食の可能性 を1977年,1978年 に調査 した結果 を とりま とめた も の で あ
る。
飼育 ビン(内 径17cm,高23cm)お よび網室(底 辺90×180cm,高 さ185cm)に,マ ツノマ
ダ ラカ ミキ リとともに入れ られた29種 のマツ属枝条 は,す べてが後食 され,後 食 されなか った も
のは1例 もみ られなか った(表 一1)。
網室 に,11鉢 に植 られた11種 のマツ属 を並 べ,羽 化2～3日 後 のマッノマダ ラカ ミキ リ7匹 の
3～9日 間 の行動 および後食状況を1977年 に16組,1978年 に17組 調査 した結果,供 試 した13種 の
マツ属 は,い ずれ の種 も後食 され,1度 も後食 されなか った種 はなか った(表 一2,図 一2)。
網室 内でのマツ ノマダ ラカ ミキ リ成虫 の行動 はさまざまで,190時 間 も同一樹体で後食を続 け
た個体 もあれば,数 時間で樹体(樹 種)を 移動 した もの もあ り,24時 間以 内に移動す る場合が 多
か った(図 一3)。 移動は夜間 に行 なわれ る ことが多 く,マ ツ ノマダ ラカ ミキ リ成 虫は,夜 行性
であると思 われ る。
マツノマダラカ ミキ リ成虫の後食痕面積 の1コ あた りの平均は,テ ーダマッ(P.taeda)実 験
林で,1977年 は105mm2,1978年 は112mm2,ス ラ ッシュマ ツ(P.elliottii)実 験 林で,そ れ ぞれ
112mm2,114mm2で,平均後食痕面積 はIlO～120mm2と 推定 され る。
白浜試験地 の見本樹 と して植 え られて いる7種 類の メキ シコ産マ ツ属 にも,マ ツノマダ ラカ ミ
キ リの後食痕がみ られ(表 一5),P・taeda,P.elliottiiの 実験林 において も多 くの後食痕が確認 さ
れた(表 一6)。 さ らに,野 外 において,マ ツノマダ ラカ ミキ リの後食一 マツノザ イセンチ ュウ
の繁殖 によ り枯死 したP.elliottii(2本),P・taeda(3本),P・massoniana,P.thunbergii(♀)×
P.ma∬oniana(♂)のF1,P.radiata,P.pinasterの9本を確認 した。
本調査 の結果,マ ツノマダ ラカ ミキ リの成 虫はマツ属で あれば,ど の種で も後食す ることが 明
らかにな った。
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ま え が き
関東以西 の大平洋沿岸地帯,西 日本各地 のクロマツ,ア カマツ林 の激 しい集 団枯損が,マ ツノ
ザ イセ ンチュウ(Bursaphelenchuslignicolus)の 発見 により1,2),マ ツノマダ ラカ ミキ リ(Monocha・
musalternatus)と の共 同作用 に起 因 して いるこ とが明 らかにされ,マ ツノマダ ラカ ミキ リがマ ツ
ノザ イセ ンチュウの運び屋 として注 目され ることとな った3)。 す なわち,マ ツノマダ ラカ ミキ リ
の成虫は,羽 化脱出後に,主 として,ク ロマ ツ,ア カマ ツ枝条を後食 し,マ ツ林の集 団枯損現象
の原 因 とな るマ ツノザ イセ ンチ ュウを媒介す る重要な役割を にな っている。マ ツノザ イセ ンチ ュ
ウの クロマツ(P.thunbergif),ア カマツ(P.densiflora)へ の顕著 な加害性が 明 らか にされ4),数
多 いマツ属各種 のマツ ノザ イセ ンチュウに対す る抵抗性 あ るいは感受性が調査 され,P.taeda,
P.elliottii,P.yigida,P.echinataP.taiwanensisなどの抵抗性が,P・koraiensis,P.leiophylla,P.
mugoな どの感受性が,さ らに,日 本 に導入 されて いるマツ属30種 のマツノザ イセ ンチ ュウに対
す る抵抗性 また は感受性が明 らか にされてい る4-6)。 一方,マ ッノマダ ラカ ミキ リのマ ツ属 に 対
す る後食の可能性 について,そ の役割 の重要性 にもかかわ らず,こ れ まで に調査観察 され たもの
は,P・taede,P.bungeanaな ど多 くはない7'8)。 しか し,枯 損木か らマツノザ イセンチュウが検出
された ことによ って,後 食を推定 し得 る例 もあ り9),マ ツノマダ ラカ ミキ リが マツ属の多 くまた
はすべての種を後食す るであ ろうと推察 されていた。
本報告では,こ の ことを確 認す るたあに,京 都 大学 農学部附属演習林白浜 試験地(和 歌山県西
牟 婁郡白浜町),上 賀茂試験地(京 都市北 区上賀茂)お よび徳山試験 地(山 口県徳山市)に 育 て
られ ているマツ属 を対象 に,マ ツ ノマダ ラカ ミキ リ成虫 の後食 につ いて調査 した結果 を とりま と
めた。
調査 に協力 いただい た各試験地 の職員各位,マ ツ ノザ イセ ンチ ュウを確認 して いただいた二井
一禎氏 ,枯 損 スラ ッシュマツの調査 に便宜を与え られ協力 いただい た和歌山県専 門技術員 中山彰
氏 に深謝致 します。な お,本 研究 は文部省科学研究費 の助成を うけて行なわれ たもので,共 同研
究者 の赤井龍男,川 那辺三郎,渡 辺弘之,大 畠誠一の諸氏か ら造林学,森 林生態学の豊富 な知識
にもとず く有益な助言を得 ま した,感 謝致 します。
調 査 方 法
マツ ノマダ ラカ ミキ リー マツ ノザ イセ ンチ ュウに,ク ロマツおよびアカマツが壊滅 的被害を う
けて いる白浜試験地を主 に,上 賀茂,徳 山試験地 に育 て られて いる外国産 マツ属 の被害を も調査
した。
供試 マツ属 は,P・densiflora,P・thunbergii,P・koraiensis,の 国 内産 マツ属,P.ayacahuiteV・bra-
chypteraを 含む31種 のマツ属(ml,表 一2)で,つ ぎの3方 法 によ り,マ ツノマダ ラカ ミキ
リ成 虫の後食 の可能性,選 好性 について調査 した。
(1)内 径17cm,高 さ23cmの 飼育 ビンに,P.densiflora,P.thunbergii,P.taeda,P.ponderosa
を除 く27種(表 一1)の マツ属 を任 意に2種 類を組み合わせ,長 さ約20cmの 枝条 を1本 ず つ
と羽化 間 もないマツ ノマダ ラカ ミキ リの成虫2匹 を入 れ,2日 後 に供試 マツ枝条 の後食痕 を調査
した。 この調査 は,17種 につ いて は組 み合わせを かえて,2回 繰 り返 し,1977年6月14日 か ら6
月24日 まで,白 浜試験地 の研究室で行 なわれ た。
(2)サ ランネ ッ トで囲 まれた底辺90×180cm,高 さ185cmの 網室 内に,集 め られ た被害 クロ
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マツ,ア カマツ丸太 の上 に,29種(表 一1)の マツ属枝条(約30cm長)を 並べ,丸 太 よ り羽化
脱 出 してきたマツ ノマダ ラカ ミキ リ成虫 の後食を調査 した。調査 は,各 種2本 ずつ の枝条を供試
し,(1)の 調査 と同時期で,約4日 の後,各 枝条 の後食痕を測定 した。
(3)30cm鉢 に植 え られ たマツ属(表 一2)を 前記網室 に11種(11鉢)並 べ,羽 化2～3日 後
のマツ ノマダ ラカ ミキ リ成虫7匹 を,網 室上部 の放虫台(30×30cm)に 放 し,3～9日 間 の成
虫 の行動 および後食状況を調査 した。本調査は,1977年5月27日 か ら6月30日 まで,1978年6月
5日 か ら7月15日 まで,鉢(種)の 配置を変え,1977年 に16回,1978年 に17回 繰 り返 した。なお
供試木 の高 さが40～100cmで,同 種 内 にも差がみ られたので,各 組合 わせ では,で きる限 り揃
った高 さの供試木を1組 として用いた。成虫 にペ ンキでマー クして各個体を識別 し,放 虫後の追
跡調査 は,午 前9時,午 後1時,5時 に網室内の何処(樹 体の部位,鉢 の 内,外,サ ランネ ッ ト
な ど)に 留 ってい るかを観察 した。 さらに放試虫が最 初に後食 す る樹種 の調査 に,1978年 に13回
の調査を追加 した。1977年 の第1試 験 には6匹 を放 し,第2,第3試 験 には10匹 放虫 したが,10
匹ではサ ランネ ッ トの外か らの各個体の識別,追 跡観察 に長時間を要 したので,以 後1網 室 に7
匹 とした。
以上3方 法に よる調査の ほか に,白 浜試験地 に植栽されてい るP・engelmanniiほ か6種(表 一
5)の メキシ コ産マツ属について,マ ツ ノマダ ラカ ミキ リ成虫 の後食痕 の有無 を調査 し,P・Eae-
da,P.elliottiiの 実験林 において は,枝 を樹体 ご とに数 え,そ の一部の枝をサ ンプル して後食痕の
数 と面積を調査 した。 さらに各 試験地 の外国産 マツ属 の植栽木 の うち,枯 死 した ものについてマ
ツ ノマダ ラカ ミキ リの後食痕,マ ツ ノザ イセンチュウを調査 した。
結 果 お よ び 考 察
1977年 の調査結果 の一部 について は,89回 日本林学会論文集i°)に発表 したが,本 報 告 には,
これ らの資料を も加えて,2力 年 の調査結果を まとめて考察す る。
1)飼 育によるマツノマダ ラカ ミキ リ成虫 の後食
(1}お よび(2)の調査結果 は表一1の よ うになる。(1)で は27種,(2)で は29種 の供試 マツ属枝条がす
べて後食 され,1本 の枝条 に,最 低1コ,多 い ものでは,(1)で はP・ 栩・rris・nicollaの9コ,(2)で は
P.ayacahuitev.brachypteraの16コ の後食痕があ り,供 試 マツ属枝条で後食 されなか ったものは
i例 もみ られな かった。
(3)の調査結果を表一2に 示す。1977年 には,供 試 した11種 で,夏 度 も後食 されなか った種 はな
く,反 対 に,何 時 も後食 された種 もなかった。1978年 には,表 一2の13種 を11種 ずつ組み合 わせ
て供 試 した。いずれ の樹種 も後食 され,1977年 の ように一部後食 され なか った個体 もみ ら れ た
が,P.taiwanensis,P.rigidaで は,全 供試木が後食 された。
各供試虫が網室 に放 されて か ら,最 初 に後食 した種の全供試虫 に対す る比を表一2に 示 した。
例えば,P.taedaの8,6%は,17回の行動追跡調査 と13回 の追加調査 の計30回 の調査 に,各 回7
匹の放虫で,210匹 の供試虫の18匹 が最初 にP・taeda樹 上 で観察 された ことを示 して い る。この
最初の後食は,1977年 には,P・tabulaeformis,P・densiflora,P・strobus,P・rigidaで 多 く,P.tae-
da,・P.pinaster,P・thunbergiiで す くなか ったが,1978年 には,P.taiwanensis,P.nigra,P.strobus,
P.ponderosaで 多 く,P,,bfnaster,P.ガ8漉 です くな く,年 によって差 がみ られ る。す なわ ち,樹
種間 に両年 とも同 じ傾 向が み られ るので はな く,1977年 に最 も多 くの供試虫が最初 に 後 食 し た



























S25,P.ponderosaに 反対 の傾向がみ られ る。
P・elliottiiで 非 常に小 さい値 が得 られ たが,
他 の 供試木 に 比べて,P.elliottiiの 樹高が
す こ し低か ったので,こ の 影響が あ らわれ
たため と思われ る。 このよ うに,マ ツノマ
ダ ラカ ミキ リ成虫が 後食 しは じめ る樹種 に
は,い くらか差がみ られたが,時 間経過 に
ともな う樹種 間の移動 によ り,後 食木 には
大 きな樹種差がみ られ ない結果 とな った。
各供試虫 は必ず しも 分散 して 後食 す るので
はな く,最 も多 い場合 は5匹 の成 虫が同時
に同一樹体を後食 して いた。 しか し,多 く
の場合,適 当に分散 して いた。
マツノマダ ラカ ミキ リの 後食痕 の長 さと
巾を 測定 し,ク ロマ ツとテーダマ ツにみ ら


















その面積 を求 あ,後 食痕 の平均 面積 を求 める と表一3の よ うに,さ らに樹体 あた りの後食痕の数
と後食痕面積の関係を求 め ると図一1の よ うにな る。 ほぼ後食痕数 と面積 は比例 して いる とみな
して もよいが,樹 種 によ って平 均後食痕面積 にわず かに差 がみ られ る。後 食 痕 の平 均 面 積 は,



















けば104～128mm2の 範 囲に入 る。 また,同 一樹種 に,1977年 と1978年 の平均面積 に差がみ られ
たが(表 一3),図 一1の よ うに,両 年 のバ ラツキを あわせて平均後食痕面積 を 考え るのが 妥 当
で はないか。 さ らに樹種をわけず に平均後食痕面積を求 め ると,1977年 は後 食 痕 数1,026コ で
122.Omm2,1978年 は2,146コ で,123.4mm2と ほぼ同 じ値 にな る。新 しい枝条 と古い枝条 に分
けて後食痕 をま とめ ると(表 一3),新 しい枝条を多 く後食 し,例 外 もあ るが,そ の面 積 もやや
広い ようであ る。平均 後食痕面積 は,後 述す る実験林で の調査で,1～3年 枝 の新 しい後食痕面
積が,1977年 および1978年 でそれぞれ,P.taedaで105mm2,112mmZ,P.elliottiiで112mm2,
114mm2で,選 好試験 の平均値 よ りやや小 さいが,そ の測定 の範 囲にあ り,後 食痕 の 平均 面 積
は,成 木 で も幼令木で も大 きな違いはない ようであ る。
マツノマダ ラカ ミキ リ成虫の行動習性 については,ア カマツ,ク ロマツを用いて の年枝間 の選
好試験,網 室での行 動観察な ど多 くの報告 があ るが8,11×16),樹種 間の選好試験は,ア カマツ,ク
ロマ ツ,テ ーダマツに よる調査17)の ほかは,本 調査 のよ うな多 くの樹種 間における試 験 はみあ
た らない。成虫の網室 内での行 動をつぎのよ うに して求 めた。
観察時点 で,何 処 に滞留 して いるかを記録 し,同 一樹種で続 けて観察 され た場合は,そ の間 は
同一樹 体内での移動 はあ って も樹種 間の移 動はなか った もの とす る。
樹種 間を移動 して いた場合 には,そ の中間で移動 した もの とし,時 間を%ず つ両樹種 に振 り分
けて滞留時間を求め る。
以上 のよ うに して各試験 ご とに成虫 の網室 内での行動 を記録 した ものの一部 を示 す と図一zの
よ うになる。多 くの成虫 が 樹種間を移動 しなが ら後 食 を 続 けて いることが 判 明 した。 しか し,
は じめに飛 び着 いた樹種を観察終了 まで移動 しなか った成虫 もみ られ た。最長 の もので は,1977
年 に,2匹 が調査 期間 の190時 間 も同一樹体(P.thunbergii,P.strobus)で 観察 されたが,反 対に
数時間 で樹種を移動 した個体 もあ った。4日 間(96時 間)以 上観察 を続 けた各実験 で,96時 間を
越 えて連続 して同一樹体 に滞留 した成虫 は,1977年 には33例,1978年 は11例 で,同 一樹体 に,24
時間以 内の滞留で移動 した場合が,1977年 には4298,1978年 には75%も あった(図 一3)。 前 日
の午後4時 の観察か ら翌 日の午前9時 の観察まで に樹種を移動す る場合が多 く,移 動の約.,が
これ にあた る。夜 間の行動を観察 していないが,マ ツ ノマ ダラカ ミキ リ成虫の行動が夜行性であ
ることを示唆 してお り,/」、林11),西 村12),細 田 ら16)も 同様夜間行 動 型 であ ると報告 してい る。
また,樹 上で成虫が観 察 されていないのに後 食 痕 がみ られ る場 合,観 察 されてい るにかかわ ら
ず,後 食 痕がみ られない場合 があ る。 これは連続観察 を しなか った欠点 であるが,前 者 の場合 に
は,観 察 の中間 に,移 動一後食一移動を終 ってい るためで,多 分夜間 にこの 一 連 の 行 動 が 行 な
われ た の で あ ろ う。1977年 に5例,1978年 に7例 み られ,そ の 後 食 痕 の 多いのは,1977年 の
P.tabulaeformisの5コ,307mm2,1978年のP・densifloraの5コ,623mm2で,他は 後食痕 が
1～3コ で ある。後者の場
合は,1977年 に5例 み られ
たが,1978年 にはなか った。
マ ツノマダ ラカ ミキ リ成
虫の樹体あた りの滞留時間
と後食痕面積の関係を求 め
ると,樹 種 に よる明 らかな
差はな く1°),相 当に大 きな
バ ラツキがあ るが,滞 留時
間が長いほ ど後食痕面積 が
大 き くな る傾向がみ られ る
(図 一4)。 時間 あた りの後
食 痕面積の上限は1977年,
1978年 ともに大 きな差 はな
く,1時 間 あた り約40mm2
摂食 して いる。 しか し下 限
にはす こ し差が み られ る。
全般 に,1978年 の調査 で多
く摂食 して いる傾 向があ る。
1時 間 あた りの平均摂食量
は1977年 は9.Ommz(図 一
4の 上 限下 限の真 中で は約
11mmZ),1978年 は16.6
mm2と な り,1977年 の 供
試虫 は1978年 の もの に比べ
て,ゆ っ くり摂食 したか,
摂食せず に休止 していた時





試 した マツ属で,成 虫の後
食の結果枯れた ものは表 一
4の ようにな る。本 調査 に
供試 したマ ツノマダ ラカ ミ
キ リが どの程度マ ツノザ イ
セ ンチュウを保 持 してい た
か不明で,後 食木へのマ ツ
ノザ イセ ンチ ュウの伝播 も
不明であ るが,枯 死木か ら
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はすべてマツ ノザイセ ンチ ュウが確 認され た。 マツノザ イセンチュウの接種試験で,抵 抗性が認
め られ ているP,rigida,P,taeda,P.taiwanensisでは 枯れなか ったが,感 受性 であ るP.pinaster
では後食木 の半数以上が枯れ た。
2)野 外 におけるマツノマダ ラカ ミキ リ成虫 の後食
白浜試験地 に見本樹 として植 え られてい る7種 類 のメキシコ産 マッ属について,マ ツノマダ ラ
カ ミキ リ成虫 の後食痕を1977年,1978年 の12月 に調査 した。 この7種 の植 栽地 の周囲の天然の ク
ロマツ,ア カマツはほとん ど枯死 し,わ ずか に数本程度残 ってい るに過ぎない。
1977年 は,植 栽地 の灌木,草 本類 よ り高 く育 ってい るもののみを対象に後食 痕の有無 を調査 し
たが,1978年 には,植 栽木 すべてについて,後 食痕を新 しい もの と古い もの に分 けて調査 した。調
査 結果 を示す と表一5の よ うに芦 る・1977
年 に は,P.pseud・strobus,P・rudisに後 食 痕
が 認 め られ ず,残 りの5種 が 後 食 さ れ,
臓1こ蕪聡 罫騰縦勲
ど4種 には枯死木がみ られ,P・engelmannii
の1977年 の枯死 木(胸 高直径43mm,樹 高
220cm)か らは,1978年 に,マ ツ ノマダラ
カ ミキ リの成虫8匹 が羽化 して きた。 これ
らの樹 種 に枯死木:がみ られ たこ とは,マ ツ
ノザ イセ ンチュウの 接種試験6)を 実証 して
い る。
白浜試験地 のP.taedaとP・elliottiiの 実
験林 において,1977年 と1978年 の9月 に,
枝 を サ ンプル す ることによ り,マ ツ ノマダ

















































1978年 のP・elliottiiの1枝 を 除 い て 残 り の69本(1977年:P・taedaで19本,P・e"20tt22で7本,
1978年:P・taedaで12本,P・elliottiiで31本)の枝 に 後 食 痕 が 認 め られ た 。 最 も 後 食 痕 が 多 か っ
た 枝 は,P.taedaで は 新 食 痕43コ,旧 食 痕48コ,P・elliattiiで は 新 食 痕16コ,旧 食 痕59コ が 数 え
ら れ た 。 新 食 痕 が な い 枝 もあ っ た が,枝 あ た り 平 均 す る と,P・taedaで は1977年 は 新 食 痕6.4コ,
旧 食 痕13.2コ,1978年 は そ れ ぞ れ,4.5コ,12.5コと な り,P・elliattiiで は1977年 は 新 食 痕6.1
コ,旧 食 痕7.7コ,1978年 は そ れ ぞ れ4.8コ,8.0コ と な る。 毎 木 調 査 結 果 よ り林 分 の 後 食 痕 を
推 定 す る と表 一6の よ う に な る 。
1977年 と1978年 と も に,同 一 林 分 を 調 査 対 象 と し た が,毎 木 調 査 の 標 準 地 は 同 一 で は な い 。P・
taedaの 林 分 に 隣 接 し て ク ロ マ ッ 林 が あ っ た が,1974年 に,マ ツ ノ マ ダ ラ カ ミキ リー マ ツ ノザ イ
セ ン チ ュ ウ に よ っ て 全 滅 して し ま って い る 。P.elliottiiの 林 分 の 周 囲 に は,天 然 の ク ロ マ ツ,ア
カ マ ツ と と も に 造 林 さ れ た ク ロ マ ツ も 一 部 残 っ て い る 。P・taedaやP.elliottiiが周 囲 の ク ロ マ
ツ,ア カ マ ツ と同 様 に マ ツ ノ マ ダ ラ カ ミキ リに 後 食 さ れ な が ら も,両 樹 種 が マ ツ ノザ イ セ ン チ ュ
ウ に 対 し抵 抗 性 で あ る6)た め に 現 存 して い る こ と が 明 ら か に な っ た 。P.elliottiiのA林分 で は
1978年 の 後 食 の た め1本 枯 死 し,マ ツ ノ マ ダ ラ カ ミ キ リの 幼 虫 が 材 中 で 繁 殖 して い る 。 そ の 抵 抗
性 が 絶 対 で な い こ と を も示 唆 して い る 。
3)外 国 産 マ ツ 属 に み られ る 枯 死 例
マ ツ ノ ザ イ セ ン チ ュ ウ を 保 持 し た マ ツ ノ マ ダ ラ カ ミキ リ成 虫 に 後 食 さ れ た た め に 枯 れ た 外 国 産
マ ツ 属 は,P.taeda,P・bungeanaにつ い て は 詳 し く報 告 し た が7),そ の 後 前 記 メ キ シ コ 産 樹 種 の ほ
か 数 樹 種 に つ い て,後 食 を 確 認 し た 。 そ れ らの 生 育 環 境,生 長 量,食 害 量 な ど 詳 し い 記 述 は 次 報
に ゆ ず る が,こ こ で は そ の 事 実 を 述 べ る 。
イ.P.elliattii:DBH8.2cm,Hl1.4m,前記 調 査A林 分 で の 枯 損 木,白 浜 試 験 地 。
ロ.P.elliottii:DBH20,8cm,H10.Om,和歌 山 県 海 草 郡 。
ハ.P・taeda(3本):DBH16.3～22.Ocm,H13.9～16.5,白 浜 試 験 地 。
二.P.ma∬aniana:DBH8.Ocm,H5,7m ,徳 山 試 験 地 。
ホ.P.thunbergii(♀)×P・ma∬oniana(♂)のF1雑 種,DBH8.3cm,H5,3m,徳 山 試
験 地 。
へ.P.radiata:DBH12.6cm,H5.9m,上 賀 茂 試 験 地 。
ト.P・pinaster:DBHl9.9cm,H12.Om,上賀 茂 試 験 地 。
以 上 の う ち,イ,ハ,二,ホ の 各 枯 損 木 に は マ ツ ノ マ ダ ラ カ ミ キ リ の 後 食 痕,そ の 幼 虫 の 材 中
で の 生 息,マ ツ ノザ イ セ ン チ ュ ウを 確 認 し た 。 ロ,へ,ト の 各 枯 損 木 に は 後 食 痕 と マ ッ ノ ザ イ セ
ン チ ュ ウ は 確 認 さ れ た が,マ ツ ノ マ ダ ラ カ ミ キ リの 幼 虫 は 繁 殖 し て い な か っ た 。
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4)マ ツノマダ ラカ ミキ リ成虫 の後食 の可能性
本調査の結果,野 外 の 自然状 態でF、 雑 種を含 めて13種,網 室で の摂食調査で31種 のマツ属
が,マ ツノマダ ラカ ミキ リの成虫に後食 され ることが確認 され,こ れまで に確認 された種を加え
ると40種 のマ ツ属 をマツ ノマダ ラカ ミキ リが後食す ることが明 らか にな った。
マ ツノザイセ ンチュウに感受性で あるP・pinaster,P.engelmanniiな どで は,マ ツ ノザ イセ ンチ
ュウを保持 しているマツ ノマダ ラカ ミキ リに後食 され ることによって枯れる ことは十 分 考 え ら
れ,そ の他の樹種 もマツ ノマダ ラカ ミキ リの後食を避 けることがで きなければ,絶 対 に安全 とは
言い難い。マ ツノザイセ ンチ ュウの接種試験6)で30種 中1個 体 も枯れなか ったのは,P・rigidaだ
けで,野 外 において,前 記 のよ うに枯れ た原 因は マツノマダラカ ミキ リが後食時にマ ツノザイセ
ンチ ュウを伝播 したためで ある。
自然界 において,マ ッ ノマダ ラカ ミキ リはマツ属を後食す る可能性を もち,そ の機 会 が あ れ
ば,ど のマツ属 を も後食す るであろ うと結論 され,マ ツ属の生死は,マ ツ ノマダ ラカ ミキ リが選
択す るのではな く,マ ツ ノザイセ ンチ ュウに対 して,マ ツ属 が 抵抗性 を もっているか否かにか
か ってい るこ とが明 らか になった。
あ と が き
マツ ノマダ ラカ ミキ リが マツ属を後食す ることは,本 調査でほぼ確 認 された。マツ ノマダラカ
ミキ リは,マ ツ属 の樹体が衰弱一枯死 によって産卵可能な状態 にな らなければ,樹 体 には産卵で
きな いので,マ ツ ノザ イセ ンチュウに対 して抵抗性 を もってい る樹種 を後食 して も,虫 体の成熟
は可能で あろうが,次 世代の繁殖は不可能 になる。繁殖 のためには,別 に産卵可能木 を さがさね
ばな らない。 マツ ノザ イセ ンチ ュウに感受性の樹種 を後食 して容易 に繁殖 す ることとは条件が大
き く違 うことにな る。今後はマ ツノマダ ラカ ミキ リ成虫の後食一後食木の生 死一繁殖 の可否の関
係 について,多 くの樹種 について観察を続 けたい。
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Résumé
   It is well-known that the severe damages to Japanese black pine (P. thunbergii) and 
red pine (P. densiflora) in pine stands throughout western Japan have been attributed to 
the attack of Japanese pine sawyer (Monochamus alternatus) and pine wood nematode 
 (Bursaphelenchus lignicolus). 
   Feeding of Monochamus alternatus in adult stage upon foreign pine species had been 
observed in glass bottle (17 cm in diameter and 23 cm height), net cage (90 x 180 x 185 
cm) and field for two years, from 1977 to 1978 at the three Experimental Stations of 
Kyoto University Forest, Shirahama (Wakayama prefecture), Kamigamo (Kyoto pre-
fecture) and Tokuyama (Yamaguchi prefecture). 
   The results obtained from these investigations were as follows: 
   1. Twenty-nine pine species (including one variety) were infested with the adult 
of Japanese pine sawyer and its feeding wound had been observed on each shoot of these 
pines in bottles and cages (Table 1). 
   2. In cage, one adult stayed on the same tree for one hundred ninety hours, the 
other locomoted in a few hours from tree to another tree. Most of locomotion was prac-
ticed within twenty-four hours (Fig. 2 and 3). 
   3. Some adults locomoted from pine to pine during the daytime, but most of adults 
were mobile during the period from 5 p.m. to 9 a.m. of next day. Therefore, it seems 
that the active type of the adult is nocturnal. 
   4. The area of feeding mark in loblolly pine stand was 105 mm2 in 1977 and 112 
mm2 in 1978 on an average, and in slash pine stands its mean area was 112 mm2 in 1977 
and 114 mm2 in 1978. 
   5. At Shirahama, the adult feeding mark were observed on stems and shoots of 
seven pines which were native to Mexico (Table 5). And also, in healthy loblolly and 
slash pine stands, many feeding wound of sawyer adult were observed on its healthy 
shoots and twigs (Table 6). 
   6. Further, nine pine trees among six species had been withering in each stand 
by the attack of Japanese sawyer adult which carried pine wood nematodes, two slash 
pines and three loblolly pines at Shirahama, a tree of P. massoniana and  F, hybrid of P. 
 thunb.() P.  masso.(S) at Tokuyama and a tree of P. radiata and P. pinaster at Kamigamo. 
Pine wood nematodes were recovered from stems and branches of these withering pines. 
    7. Feeding preference of pine sawyer adult to pine species is not observed, there-
fore, it seems that all pine species may be infested with the adult  of  Japanese pine sawyer 
when the occasion comes.
